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３ はじめの言葉 

 
４ 複雑怪奇な日本式意思決定パターン            田原文夫 

日本には実に様々な意思決定方法がある。日本式意思決定パターンと言ってもいい。根

回し／かき回し／後回しなどもそうである。予め必要な人に対して説明し、了解を得ると

いうものである。最も日本的だと言えるかも知れない。また、配慮／熟慮／遠慮の姿勢で

臨むことで、最終的な同意／了解／意思決定を相手から導き出すというのも、そうである。

相手を慮る、すなわち忖度することで同意を求める。忖度というと森友／加計問題で悪意

のイメージが持たれてしまったが、本来的意味合いは異なる。さらには民主的独裁という

のも意思決定方法のひとつとしてある。皆に言わせるだけ言わせる、すなわち聞くだけ聞

いた上で、最終的には代表者が一人で決済する、すなわち独裁決断するというものである。

多数決ではないということで独裁である。ただしこれは今日の日本では一般的ではない。

民主主義国議会の最終決済手段は多数決である。しかしこの結果ですら認めないという勢

力もあるのも現実だ。とかくに日本式意思決定手段というのは複雑怪奇である。「決めら

れない日本」「優柔不断な日本」の構造が改めて認識される。 
  

１０ 情報社会を考える その８６ 
情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

大日本中流小市民の決断 
大日本中流階級小市民という日本人の代名詞が取り沙汰されたことがある。これを改め

て痛感させられたのが、今回の衆院選挙結果である。突然の冒頭解散国会を受けて、野党

が思わぬスクラムを組み、「スワッ！安倍政権打倒なるか、政権交代なるか」の盛り上が

りを見せたものの、投票結果は自民圧勝だった。一連の世論調査の結果とマスコミ報道に

よると、若い世代（20 歳代）の自民党支持者が多かったという。様変わりに驚かされる。

「赤カブレ（共産主義カブレ）は麻疹のようなもの」とは、かつて言われたゲバ評である。

若い世代は左翼＝改革／変革派だという代名詞でもあった。しかしそれも一時、やがては

保守／現状維持派になるという意味である。 
 
１２ オープンガバメント OG 47 

情報社会をすすめる       その 81        水田 浩 
1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中
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で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
 

１８ 連載 アーキテクチャ論 （79） 

IT マネジメント能力評価指標             山本修一郎 

             国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授 

IT マネジメントモデルを企業に効果的に導入するうえで、対象企業の組織能力を客観的

に評価する必要がある。このため、IT マネジメント能力評価指標を明らかにする必要があ

る。先進的な IT マネジメントモデルの導入における客観的な組織評価指標を考案すると

ともに、国内企業における IT マネジメント担当者に対して試行評価することにより、IT
マネジメント能力改善に向けた評価指標の有効性について考察する。これにより、国内企

業における IT マネジメントの適応能力を客観的に評価できるので、IT マネジメントの導

入を継続的に支援できる。本稿では、IT マネジメント能力評価指標と、IT マネジメント

担当者への試行評価結果について説明する。 
 

３２ 連載 情報システム考 

企業情報システムの変遷と行方  第 2 回       Dr.ベスト 

昨今、クラウド、ビッグデータ、AI などをベースとした情報システムが社会的規模で普

及する中、それらのシステムを各企業規模すなわち自社（社員）レベルでコントロールで

きない状況へと進展している。換言すれば、「情報システムのコントロール不可、すなわ

ちアウトソーシング依存現象」である。企業にとって情報システムは、企業の神経／血液

そのものであり、コンサルタントや弁護士に限定された範囲での業務を委託したり、物流

や警備をアウトソーシングするような対象のものではないはずである。 
 

４１ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第９６回 SNS での「＃me to」を 

真のセクハラ解消につなげるためには    根本忠明 

ハリウッド女優によるセクハラ被害を告発する SNS 上の「＃me too」が、ネットだけ

でなく世界のマスメディアの注目を集め、大スキャンダル事件に発展している。日本では

大企業や官公庁のセクハラ CM が相次ぎ炎上し、放送中止に追い込まれている。これらセ

クハラ問題の真の解決には、女性の社会的地位の向上が緊急の課題になっている。 
 

３９ 続インテリジェンスへのいざない 94 

メガバンク 3 行の人員削減と 

進む選別／差別化／排除         今井 武 

メガバンク 3 行の大幅人員削減が明らかにされた。バブル崩壊後、所得税猶予措置が続

くなか、開業以来の黒字収益を上げ、内部留保を増やしている金融業界。まさに国策保護

事業者である。挙げられるだけの利益を上げながら、人員削減による経費カット。その背

景にある人員の選別／差別化／排除の現実と狙いとは何か。 
 

４７ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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